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医
業
経
営
に
資
す
る
雇
用
管
理

の
た
め
に
協
会
の
活
用
を

本
政
府
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

政
策
会
議
や
官
房
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
セ
ン
タ
を
設
置
し
、セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
最
先
進
国
を
目
指

し
、達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言

う
。し
か
し
、未
だ
に
世
界
か
ら

は
非
常
に
低
い
評
価
で
あ
る
。

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス（
情
報
）管

理
の
基
本
が
政
府
か
ら
国
民
ま

で
分
か
っ
て
い
な
い
▼
例
え
ば

尖
閣
ビ
デ
オ
流
出
問
題
：
国
家

や
国
民
の
生
命
や
安
全
に
深
く

関
わ
る
職
種（
警
察
や
保
安
官
、

医
療
者
等
）に
課
せ
ら
れ
た
守

秘
義
務
遵
守
は
当
然
で
、職
場

内
で
多
く
の
人
が
見
れ
る
情
報

で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
薄
ま

る
も
の
で
は
な
い
。病
院
の
電

子
カ
ル
テ
で
は
同
時
に
多
数
の

職
員
が
患
者
情
報
を
見
れ
る
環

境
に
あ
る
。し
か
し
、だ
か
ら
と

い
っ
て
ど
の
職
員
も
患
者
の
個

人
情
報
を
公
表
し
て
良
い
も
の

で
は
絶
対
に
な
い
。尖
閣
ビ
デ

オ
の
秘
密
度
は
全
く
別
次
元
で

判
断
す
る
も
の
で
、例
え
多
数

の
世
論
が
求
め
て
も
一
職
員
が

勝
手
に「
正
義
」を
自
己
判
断

し
、情
報
を
持
ち
出
す
な
ど
以

て
の
外
で
あ
る
。極
悪
犯
罪
人

で
大
多
数
の
世
論
が
求
め
よ
う

が
、そ
の
個
人
の
カ
ル
テ
情
報

を
絶
対
公
表
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
同
価
で
あ
る
▼
問
題
は

こ
の
よ
う
な
漏
洩
行
為
を
多
く

の
マ
ス
コ
ミ
や
世
論
が
容
認

し
、政
府
や
検
察
ま
で
も
流
さ

れ
て
違
法
性
を
不
問
に
付
す
る

国
家
の
在
り
方
で
あ
る
。セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
基
本
思
想
が
全

く
不
在
の
、情
報
管
理
極
貧
国

ぶ
り
を
露
呈
し
た
事
件
で
あ
っ

た
。こ
の
よ
う
な
国
で
レ
セ
プ
ト

や
カ
ル
テ
の
電
子
情
報
が
漏
洩

や
進
入
な
く
安
全
に
利
活
用
さ

れ
る
保
証
は
全
く
な
い
。  （Ｓ
生
）

　
最
近
、
国

家
の
重
要
秘

密
の
漏
洩
事

件
が
相
次
い

で
い
る
。日

を
定
め
、
国
が
使
用
者
に
対
し

て
、
刑
罰
を
も
っ
て
そ
の
遵
守

を
求
め
る
法
律
で
あ
る
こ
と
を

今
一
度
認
識
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
か
ら
、
労
働
刑
法
が
あ

り
、
労
働
基
準
監
督
官
が
お
か

れ
て
い
る
。
一
方
、　
年
３
月

０８

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
労

働
契
約
法
は
、「
労
働
者
の
保

護
を
図
り
つ
つ
、
個
別
の
労
働

関
係
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」民
事
法
で
あ
る
。

同
法
は
第
１
条
で
、「
労
働
者

及
び
使
用
者
の
自
主
的
な
交
渉

の
下
で
、
労
働
契
約
が
合
意
に

よ
り
成
立
し
、
又
は
変
更
さ
れ

る
と
い
う
合
意
の
原
則
」
と
い

う
文
言
を
使
い
、
労
働
契
約
は

合
意
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
同
年
４
月
１
日

か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
も

改
正
さ
れ
、
労
使
関
係
を
定
め

た
法
律
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
。
　
医
業
経
営
に
資
す
る
雇
用
管

理
を
行
う
た
め
に
、「
医
院
経

営
と
雇
用
管
理
」
を
多
く
の
会

員
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
奨
め
し
た
い
。
そ
れ

で
も
雇
用
に
関
し
て
困
っ
た
こ

と
が
起
こ
れ
ば
、　
分
無
料
の

３０

相
談
室
も
設
け
て
い
る
の
で
、

解
決
に
む
け
て
お
役
に
た
て
る

も
の
と
自
負
し
て
い
る
。

　
労
働
基
準
法
は
、
憲
法
第
　２７

条
第
２
項
「
賃
金
、
就
業
時
間
、

休
憩
そ
の
他
の
勤
労
条
件
に
関

す
る
基
準
は
、
法
律
で
こ
れ
を

定
め
る
」
と
の
規
定
か
ら
、
勤

労
条
件
に
つ
い
て
最
低
の
基
準

管
理
」
を
会
員
に
お
送
り
し
、

協
会
も
こ
の
テ
キ
ス
ト
監
修
者

で
あ
る
桂
労
務
社
会
保
険
総
合

事
務
所
所
長
の
桂
好
四
郎
氏
を

講
師
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。

間
指
定
の
派
遣
職
員
の
増
加
も

み
ら
れ
る
。
医
院
経
営
に
と
っ

て
適
切
な
雇
用
管
理
は
重
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
月
に
は
、
月
刊
保
団
連
臨

１１
時
増
刊
号
「
医
院
経
営
と
雇
用

ラ
ン
ス
を
維
持
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
雇
用
形
態
も

以
前
と
比
べ
て
大
き
く
変
化

し
、
常
勤
職
員
ば
か
り
で
な

く
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
や
期

変
で
あ
る
。
信
頼
の
お
け
る
ス

タ
ッ
フ
を
確
保
し
、
医
療
機

器
、
医
薬
品
を
使
い
、
施
設
の

管
理
、
水
道
光
熱
費
等
の
維
持

費
、
借
入
金
の
返
済
な
ど
の
費

用
を
考
慮
し
な
が
ら
、
経
営
バ

て
高
い
水
準
で
あ
る
。

　
診
療
報
酬
も
上
が
ら
ず
、
消

費
税
の
損
税
を
か
か
え
、
窓
口

負
担
も
増
加
傾
向
で
受
診
抑
制

が
み
ら
れ
る
中
で
、
経
営
は
大

ト
ラ
ブ
ル
の
理
由
は
解
雇
、
労

働
条
件
の
引
き
下
げ（
サ
ー
ビ

ス
残
業
等
）、
職
員
同
士
の
い

じ
め
、嫌
が
ら
せ
な
ど
で
あ
る
。

　
　
年
度
１
年
間
で
、
全
国
の

０９
病
院
や
診
療
所
な
ど
医
療
保
健

業
１
２
１
６
件
に
対
し
、
労
働

基
準
監
督
署
が
労
働
基
準
法
違

反
で
是
正
勧
告
を
行
っ
て
い

る
。
一
般
業
種
に
比
べ
て
極
め

　
協
会
へ
の
相

談
の
中
で
、
ス

タ
ッ
フ
と
の
ト

ラ
ブ
ル
を
は
じ

め
雇
用
に
関
す

る
も
の
が
増
え

て
き
て
い
る
。

　
新
制
度
の
基
本
的
枠
組
み

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

廃
止
し
て
地
域
保
険
を
国
保
に

一
本
化
。
年
齢
に
関
係
な
く
被

用
者
保
険
被
保
険
者
並
び
に
被

扶
養
者
は
被
用
者
保
険
に
加
入

（
国
保
組
合
も
）、
そ
れ
以
外
は

全
員
が
市
町
村
国
保
加
入
と
す

る
。そ
の
上
で
、一
定
年
齢
以
上

の
国
保
被
保
険
者
の
医
療
費
を

都
道
府
県
単
位
化
、
世
代
間
・

保
険
者
間
の
財
政
調
整
を
行

う
。
高
齢
者
に
か
か
る
医
療
費

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

お
け
る
医
療
費
抑
制
の
中
心
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
、「
公
費
５
：

現
役
世
代
支
援
金
４
：
高
齢
者

自
身
の
保
険
料
１
」
法
定
化
に

よ
る
「
医
療
費
キ
ャ
ッ
プ
制
」

を
存
続
す
る
。
高
齢
者
医
療
制

度
改
革
会
議
は
、
以
上
の
よ
う

な
制
度
骨
格
を
、
既
に
去
る
７

月
　
日
、「
中
間
と
り
ま
と
め

２３
案
」（
以
下
、中
間
案
）で
示
し
て

き
た
（
本
紙
２
７
５
４
号
）。

　
今
回
の
最
終
案
は
、
中
間
案

時
点
で
は
明
確
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
諸
点
に
つ
い
て
、
一
定

具
体
的
に
示
し
た
。

　
①
中
間
案
で
は
「
少
な
く
と

地
区
懇（
下
東
、北
、上
東
・
西
陣
） （
２
面
）

全
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
る
 （
３
面
）

レ
セ
プ
ト
電
子
化
の
先
に
あ
る
問
題
 （
４
面
）

「
文
芸
欄
」
が
最
終
回
 

（
５
面
）

主な内容

来年はいい年でありますように
 マンガ・岡本　治

第１３回高齢者医療制度改革会議資料より

も
　
歳
」
と
し
て
い
た
、
国
保

７５
被
保
険
者
に
係
る
医
療
費
の
都

道
府
県
単
位
化
の
対
象
年
齢
を

「
　
歳
」に
。
②「
広
域
連
合
」か

７５
「
都
道
府
県
」か
の
調
整
が
難
航

す
る
「
都
道
府
県
単
位
の
運
営

主
体
」
は
、「
都
道
府
県
が
担
う

こ
と
が
適
当
」
注
１
。
③
財
政

安
定
化
基
金
の
財
源
構
成
を
、

現
行
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

と
同
様
、
国
：
都
道
府
県
：
市

町
村
を
１
：
１
：
１
と
し
、
給

付
増
加
や
保
険
料
収
納
不
足
へ

の
「
貸
付
」
等
を
行
う
。
④
保

険
基
盤
安
定
制
度
を
創
設
し
、

７
割
・
５
割
・
２
割
の
保
険
料

減
額
制
度
（
均
等
割
部
分
）
適

用
分
の
費
用
を
公
費
負
担
。
一

方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
特
例
措
置
で
あ
る
均
等
割
９

割
、
８
・
５
割
軽
減
と
、
所
得

割
５
割
軽
減
は
段
階
的
に
縮

小
。
⑤
保
険
料
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
は
、
希
望
者
に
対

し
て
継
続
。
⑥
「
支
え
合
い
の

仕
組
み
」（
財
政
調
整
）
は
、　７５

歳
以
上
の
被
保
険
者
に
か
か
る

医
療
給
付
費
に
つ
い
て
、
国

保
・
被
用
者
に
加
入
が
分
か
れ

て
も
加
入
者
数
・
総
報
酬
に
応

じ
た
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金

で
支
え
る
。
ま
た
、　
歳
か
ら

６５

　
歳
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
、

７４現
行
の
前
期
高
齢
者
医
療
制
度

同
様
の
仕
組
み
を
設
け
る
。
⑦

現
在
１
割
に
凍
結
さ
れ
て
い
る

　
歳
か
ら
　
歳
の
窓
口
負
担
割

７０

７４

合
を
段
階
的
に
２
割
化
。
⑧
保

険
料
賦
課
に
つ
い
て
は
、
中
間

案
で
は
都
道
府
県
単
位
の
運
営

主
体
が
標
準
保
険
料
率
を
定
め

た
上
で
、
市
町
村
に
対
し
運
営

主
体
へ
納
付
す
べ
き
総
額
を
示

し
、
そ
れ
に
基
づ
き
各
市
町
村

国
保
が
保
険
料
率
を
定
め
る
仕

組
み
を
示
し
て
い
た
。
し
か

し
、
最
終
案
で
は
、
全
て
の
市

町
村
が「
標
準
保
険
料
率
」に
基

づ
き
賦
課
す
る
こ
と
に
変
更
さ

れ
、
原
則
的
に
　
歳
以
上
の
国

７５

保
被
保
険
者
の
保
険
料
が
都
道

府
県
内
で
統
一
さ
れ
る
。
注
２

⑨
公
費
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
政
府
全
体
と
し
て
定
期

的
に
検
討
す
る
仕
組
み
を
設

け
、
こ
れ
を
法
律
に
明
記
す

る
。
⑩
新
制
度
の
施
行
日
を
２

０
１
３
年
３
月
１
日
と
す
る
。

　
最
終
案
は
、
以
上
の
よ
う
な

「
　
歳
以
上
国
保
被
保
険
者
に

７５か
か
る
医
療
費
の
都
道
府
県
単

位
化
」
を
第
１
段
階
と
位
置
づ

け
、
第
２
段
階
で
あ
る
「
国
保

全
体
の
都
道
府
県
単
位
化
」
を

目
指
す
道
筋
も
踏
み
込
ん
で
記

述
し
た
。

　
国
保
全
体
の
都
道
府
県
単
位

化
に
あ
た
り
、
保
険
料
や
財
政

調
整
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
具
体
的
な

記
述
を
行
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、「
第
１
段
階
の
施
行
か
ら

５
年
後
」
の
　
年
度
を
目
標
に

１８

年
限
を
区
切
っ
た
国
保
の
都
道

府
県
単
位
化
を
初
め
て
打
ち
出

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の

第
２
段
階
の
移
行
ま
で
に
、
各

都
道
府
県
が
「
広
域
化
等
支
援

方
針
注
３
」を
策
定
し
、
都
道
府

県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
保
険
料
の
平
準
化
に
向
け

た
医
療
費
適
正
化
策
等
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
た
。

　
こ
の
「
都
道
府
県
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
持
つ
意
味
を

考
え
る
と
、「
最
終
案
」
の
も
う

１
つ
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
最
終
案
に
は
、「
健
康
づ
く

り
、
医
療
の
効
率
的
な
提
供

等
」
と
項
目
が
置
か
れ
、
小
泉

医
療
制
度
構
造
改
革
が
生
ん

だ
、「
都
道
府
県
が
、
市
町
村
・

保
険
者
等
と
協
力
し
、
医
療
費

適
正
化
及
び
関
連
す
る
３
計
画

（
健
康
増
進
計
画
・
医
療
計
画
・

介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
）
を

策
定
・
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

都
道
府
県
単
位
で
医
療
費
適
正

化
を
進
め
る
仕
組
み
」
を
、
新

制
度
に
お
い
て
も
推
進
す
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
た
。
都
道
府
県

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、

圏
内
の
医
療
費
抑
制
を
進
め
さ

せ
る
構
造
改
革
路
線
の
継
続
・

発
展
が
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
市
民
の
健
康
、
医

療
提
供
体
制
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
を
、「
医
療
費

抑
制
」
の
具
に
歪
め
て
し
ま
う

こ
の
路
線
こ
そ
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
は
じ
め
と
し
た
医

療
制
度
構
造
改
革
の
本
丸
で
あ

り
、
新
制
度
が
最
初
に
廃
棄
す

べ
き
も
の
だ
。
最
終
案
が
こ
れ

を
わ
ざ
わ
ざ
記
述
し
た
事
実

は
、
国
が
構
造
改
革
・
医
療
費

抑
制
路
線
を
転
換
す
る
つ
も
り

が
毛
頭
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
推
進
に
向
け
た
強
い
決
意

を
示
す
も
の
と
指
摘
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

　
今
後
、
最
終
案
に
基
づ
き
、

法
案
提
出
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
る
中
、
協
会
は
あ
ら
た

め
て
、「
社
会
保
障
憲
章
草
案
」

「
社
会
保
障
基
本
法
草
案
」で
示

し
た
、
社
会
保
障
と
し
て
の
医

療
保
障
制
度
の
諸
原
則
を
貫

き
、
協
会
の
制
度
構
想
で
あ
る

「
国
の
責
任
に
よ
る
全
国
一
本

の
医
療
保
障
制
度
」
注
４
を
実

現
し
、
年
齢
や
所
得
に
関
係
な

く
、国
の
責
任
で
、す
べ
て
の
人

が
必
要
な
医
療
を
必
要
な
だ
け

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
を

目
指
す
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
あ
わ
せ
て
地
方
自
治
体
に
対

し
て
も
、
従
来
全
国
市
長
会
・

町
村
会
等
が
求
め
て
来
た
、

「
国
の
責
任
に
よ
る
制
度
一
本

化
」と
今
回
の「
都
道
府
県
単
位

の
一
元
化
」
は
、
そ
の
目
的
も

方
向
性
も
全
然
違
う
も
の
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
、
共
同
し
て
国

の
責
任
を
追
及
す
る
「
波
」
を

作
り
出
し
た
い
。  （
注
は
６
面
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
後
の
新
た
な
医
療
制
度
構
想
を
検
討
し
て
き
た
厚
生
労
働

省
の
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
は
　
月
８
日
、
第
　
回
会
合
を
開
き
、「
高
齢
者
の
た
め

１２

１３

の
新
た
な
医
療
制
度
等
に
つ
い
て
（
最
終
と
り
ま
と
め
）
案
」（
以
下
、
最
終
案
）
を
公
表

し
た
。
同
会
議
は
　
日
に
予
定
さ
れ
る
最
終
会
合
で
同
案
を
確
認
し
、
政
府
は
来
年
の
通

２０

常
国
会
で
の
法
案
提
出
を
目
指
す
。

高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
が
最
終
案

構
造
改
革
・
医
療
費
抑
制
路
線
を
継

構
造
改
革
・
医
療
費
抑
制
路
線
を
継
続続

１
９
８
１
年
２
月
か
ら
　
年
に
わ
た
り
掲
載
し
て
き
た

３０

岡
本
治
氏
に
よ
る
「
マ
ン
ガ
」
は
今
回
が
最
終
回
で
す
。

岡
本
氏
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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保
険
医
年
金
引
受
会
社
の
経
営
状
況
が
好
転

下
京
東
部
医
師
会
と
懇
談

　
月
８
日
　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ
ン
セ
ス
京
都

１１

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
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　協会は、２０１０年度の各地区医師会と
の懇談会をすすめている。本年度の協
会からのテーマは、①地域包括ケアと
医療のあり方について②２０１０年度診療
報酬改定における保険診療の問題点。

各各各各各各各各各各地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区とととととととととと各地区とののののののののののの

懇懇懇懇懇懇懇懇懇懇談談談談談談談談談談すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす　 懇談すすむむむむむむむむむむむ

　
協
会
は
　
月
８
日
、
下
京
東

１１

部
医
師
会
と
の
懇
談
会
を
開

催
。
地
区
か
ら
　
人
、
協
会
か

１７

ら
５
人
が
出
席
し
、
下
京
東
部

医
師
会
の
中
西
重
雄
副
会
長
の

司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

　
垣
田
時
雄
地
区
会
長
は
、
協

会
と
の
懇
談
で
は
、
医
療
の
現

場
の
本
音
が
出
て
実
り
多
き
会

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
も
、
い

ろ
い
ろ
な
医
療
の
問
題
点
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
例
年

通
り
実
り
多
い
会
と
な

る
よ
う
に
し
た
い
と
挨

拶
。
そ
の
後
、
関
理
事

長
の
挨
拶
、
協
会
か
ら

の
情
報
提
供
の
後
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
地
区
か
ら
、
保
険
医

年
金
に
つ
い
て
、
資
料

に
よ
る
と
三
井
生
命
の

格
付
け
が
Ｂ
Ｂ
Ｂ
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
時
に
、
三

井
生
命
が
大
き
な
経
営
危
機
に

陥
り
、
多
く
の
会
員
が
一
部
解

約
を
申
し
出
る
な
ど
大
き
な
問

題
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
落
ち

着
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
格
付

け
が
気
に
な
る
。
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
協
会
の
見
解
を
問

わ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
格
付
け
は
あ

く
ま
で
も
投
資
に
関
す
る
指
標

で
あ
り
、
会
社
の
存
続
に
す
ぐ

に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。

ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
・
マ
ー
ジ
ン
比

率
を
見
て
も
指
標
の
２
０
０
％

を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
ま

た
、
組
織
も
相
互
会
社
か
ら
株

式
会
社
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
過
去
に
比
べ
て
組
織
自
体

の
体
力
は
つ
い
て
い
る
は
ず

だ
。
今
後
も
各
社
の
経
営
状
況

に
は
十
分
注
視
し
、
何
か
あ
れ

ば
す
ぐ
に
お
知
ら
せ
し
た
い
。

ま
た
、
現
在
保
険
医
年
金
へ
の

参
入
を
希
望
す
る
会
社
が
複
数

あ
り
、
三
井
生
命
の
シ
ェ
ア
が

非
常
に
高
い
こ
と
を
考
慮
し
、

シ
ェ
ア
割
り
を
検
討
し
て
い
る

こ
と
も
併
せ
て
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
地
区
か
ら
地
域
包
括

ケ
ア
に
つ
い
て
、
国
は
急
性
期

の
医
療
に
特
化
し
つ
つ
、
慢
性

期
の
医
療
を
抑
制
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
と
質
問
が
出
さ

れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
高
齢
者
が
負
担
で

き
る
保
険
料
水
準
の
　
倍
以
内

１０

の
費
用
で
地
域
の
医
療
給
付
を

賄
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
手
法

で
伸
び
る
医
療
費
を
制
限
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
。
地

域
包
括
ケ
ア
で
も
医
療
費
抑
制

が
狙
わ
れ
て
お
り
、
慢
性
期
、

特
に
開
業
医
の
役
割
を
縮
小
し

て
、
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
の

役
割
を
拡
大
す
る
こ
と
で
給
付

を
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
急
性
期
と
慢
性
期
の
医

療
は
一
連
の
も
の
で
あ
り
、
民

主
党
政
権
が
基
本
的
な
医
療
の

本
質
と
い
う
も
の
を
理
解
し
て

い
る
か
は
疑
問
だ
。
今
後
ど
の

よ
う
な
医
療
政
策
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
か
に
も
不
安
が
ぬ

ぐ
え
な
い
が
、
現
場
の
医
師
が

声
を
あ
げ
て
い
く
し
か
な
い
と

考
え
て
い
る
、
と
回
答
し
今
後

の
協
力
を
訴
え
た
。

揮
机

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄

社
会
的
弱
者
救
済
の
姿
勢
で
取
組
を

京
都
北
医
師
会
と
懇
談

　
月
　
日
　
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル

１１

１０

　
人
が
出
席
し
て
開
か

２２れ
た
下
東
医
師
会
と
の

懇
談
会

　
協
会
は
　
月
　
日
、
京
都
北

１１

１０

医
師
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し

た
。
地
区
か
ら
９
人
、
協
会
か

ら
５
人
が
出
席
し
、
京
都
北
医

師
会
・
稲
葉
正
理
事
の
司
会
で

進
め
ら
れ
た
。

　
田
代
研
地
区
会
長
か
ら
、

「
協
会
は
社
会
的
弱
者
を
救
済

す
る
立
場
で
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
こ
の
姿
勢
を
大
切

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、「
役
員
の
先

生
か
ら
直
接
諸
問
題
を
解
説
し

て
い
た
だ
け
る
機
会
で
も
あ

る
。
地
区
か
ら
も
忌
憚
の
な
い

意
見
を
述
べ
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
関
理
事
長
の
挨
拶
、
協

会
か
ら
の
情
報
提
供
を
行
っ
た

後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
新
た
な
高

齢
者
医
療
制
度
が
介
護
保
険
の

見
直
し
と
一
体
的
に
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
区

よ
り
、「
医
療
と
介
護
の
役
割

に
つ
い
て
、
と
も
に
語
り
合

い
、
医
師
の
意
見
が
反
映
さ
れ

る
場
が
必
要
だ
と
思
う
。
国
会

審
議
の
際
に
、
議
員
に
問
題
点

を
分
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
協

会
は
、
問
題
点
を
指
摘
し
て
ほ

し
い
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
協
会
は
「
給
付
が
増
え
れ

ば
保
険
料
負
担
が
増

え
る
た
め
、
結
果
と

し
て
高
齢
者
自
身
の

負
担
可
能
な
金
額
の

　
倍
ま
で
に
給
付
が

１０抑
制
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
。
新
制
度
も
現

行
制
度
と
同
じ
問
題

が
残
さ
れ
る
」
と
新

制
度
の
問
題
点
を
指

摘
し
た
。

　
国
の
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い

て
は
、
地
区
か
ら
の
「
国
の
研

究
会
報
告
で
は
医
師
の
役
割
が

定
期
的
な
訪
問
診
療
か
ら
在
宅

医
療
開
始
時
の
指
導
に
変
え
て

い
る
が
、
医
療
に
制
限
が
か
か

る
の
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、

協
会
よ
り
「
初
回
に
医
師
が
診

察
し
、
方
針
を
定
め
て
、
そ
の

後
の
定
期
的
な
訪
問
は
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
が
行
う
こ
と
を
考
え

て
い
る
よ
う
だ
」
と
回
答
し
、

「
こ
の
狙
い
は
医
療
を
急
性
期

に
特
化
さ
せ
て
、
慢
性
期
・
維

　
人
が
出
席
し
て
開

１４か
れ
た
京
都
北
医
師

会
と
の
懇
談
会

持
期
に
は
医
療
費
を
か
け
な
い

で
、
介
護
保
険
で
カ
バ
ー
し
よ

う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
介
護

保
険
の
財
政
も
厳
し
い
の
で
、

『
互
助
・
共
助
・
自
助
』
で
や
っ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
だ
」
と

述
べ
た
。

　
そ
の
他
、
個
別
指
導
に
つ
い

て
地
区
よ
り
、
個
別
指
導
の
弁

護
士
帯
同
は
、
今
ま
で
は
な

か
っ
た
こ
と
で
、
興
味
を
も
っ

て
い
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
協

会
よ
り
「
個
別
指
導
は
密
室
で

行
わ
れ
る
の
で
、
高
圧
的
な
言

動
等
で
先
生
方
が
精
神
的
苦
痛

を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
で
あ
る
。
協
会
は
不
正

請
求
を
擁
護
す
る
立
場
に
は
な

く
、
不
正
は
正
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。
し
か
し
、
個
別
指
導
に

お
い
て
保
険
医
の
人
権
が
脅
か

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
の
取
り
組
み
で
あ
る
」
と
回

答
し
た
。

　
そ
の
他
、
保
険
請
求
や
医
療

安
全
対
策
な
ど
の
話
題
で
質
疑

応
答
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

政
権
与
党
に
対
す
る
働
き
か
け
を

上
東
・
西
陣
医
師
会
と
懇
談

　
月
　
日
　
京
都
府
保
険
医
協
会
ル
ー
ム
Ａ

１１

１１

　
協
会
は
　
月
　
日
、
上
京
東

１１

１１

部
・
西
陣
医
師
会
と
の
懇
談
会

を
開
催
し
た
。
地
区
か
ら
　１３

人
、
協
会
か
ら
５
人
が
出
席
し

た
。
　
上
京
東
部
医
師
会
・
内
田
秀

一
会
長
よ
り
、「
民
主
党
政
権

が
迷
走
す
る
中
、
我
々
が
情
報

交
換
し
、
意
見
を
述
べ
る
場
は

大
切
だ
。
今
日
は
活
発
に
議
論

い
た
だ
い
て
、
協
会
に
は
出
さ

れ
た
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
の
挨

拶
を
受
け
、
関
理
事
長
の
挨

拶
、
協
会
か
ら
の
情
報
提
供
の

後
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
新
た
な
高

齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
地

区
よ
り
「
国
保
へ
の
加
入
者
を

増
や
す
と
、
財
政
が
破
綻
す
る

こ
と
は
明
白
で
、
絵
に
描
い
た

餅
だ
と
思
う
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
協
会
は
「
保
険
者
間

の
支
え
合
い
で
財
政
調
整
す
る

仕
組
み
に
し
て
い
る
。
一
元
化

も
協
会
け
ん
ぽ
を
巻
き
込
む
構

想
が
あ
り
、
規
模
を
大
き
く
し

て
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
一
方
で
、
医
療
費
削
減
の

た
め
に
都
道
府
県
単
位
で
医
療

費
抑
制
を
競
い
合
う
シ
ス
テ
ム

に
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

地
区
よ
り
「
若
い
人
は
、
年
金

で
は
受
給
時
に
十
分
貰
え
な
い

不
安
感
が
あ
り
、
医
療
や
年
金

の
保
険
料
は
高
い
、
窓
口
負
担

も
嵩
む
、
加
え
て
病
気
も
あ
ま

り
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
公

的
保
険
の
未
加
入
者
が
増
加
し

制
度
が
維
持
で
き
な
い
方
向
に

進
ん
で
い
る
。
こ
の
現
状
に
歯

止
め
を
か
け
な
い
と
い
け
な

い
。
協
会
は
政
権
政
党
に
先
の

見
え
る
計
画
を
示
す
よ
う
に
方

針
を
聞
き
出
し
て
ほ
し
い
」
と

要
望
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
医
療
安
全
調

査
委
員
会
や
保
険
薬
局
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
他
、

地
区
よ
り
医
学
的
に
往
診
に
行

　
人
が
出
席
し
て
開

１８か
れ
た
上
東
・
西
陣

医
師
会
と
の
懇
談
会

く
必
要
が
な
い
患
者

に
対
し
て
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
往
療
の
同
意

書
発
行
の
依
頼
や
、

常
日
頃
か
ら
患
者
の

状
態
を
知
ら
な
い
医

師
に
、
往
診
や
訪
問

診
療
を
依
頼
す
る
た

め
診
断
書
発
行
を
求

め
る
事
例
が
紹
介
さ

れ
、
医
療
と
関
係
の

な
い
会
社
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

参
入
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し

た
い
と
話
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
西
陣
医
師
会
・
鈴

木
由
一
会
長
よ
り
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
「
支

払
者
側
か
ら
、
こ
れ
を
使
え
ば

一
部
負
担
金
が
安
く
な
る
と

い
っ
た
宣
伝
も
あ
り
、
あ
ら
た

め
て
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、

考
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
る

と
と
も
に
、
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
「
経
済
的
あ
る
い
は

道
徳
的
な
観
点
か
ら
問
題
点
を

浮
き
彫
り
に
し
た
い
と
の
思
い

か
ら
話
題
と
し
た
」
と
述
べ
、

こ
れ
か
ら
も
協
会
に
は
色
々
な

情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
と

結
ん
で
、
閉
会
し
た
。

地区医師会との懇談会

■左京医師会
　１月８日（土）　午後２時３０分～
　ウェスティン都ホテル京都
■宇治久世医師会
　１月１２日（水）　午後２時３０分～
　うじ安心館３階（宇治市保健消防センター）
■右京医師会
　１月２８日（金）　午後２時～
　右京医師会館３F会議室
■綾部・福知山医師会
　２月５日（土）　懇談：午後４時～懇親：６時～
　福知山市中央保健福祉センター

当面の予定

　京都府保険医協会は医療従事者にとって身近なリスクである「針刺し
事故」に対しての「見舞金補償プラン」を発足させました。
　この保険制度は、会員医療機関の従業員が業務上の「針刺し事故」に
よってＢ型肝炎を発病、あるいはＨＣＶウイルス・ＨＩＶウイルスに感
染した場合に、医療機関が自院の災害見舞金規定に基づいて事故に遭っ
た従業員に見舞金を給付することをお手伝いする制度です。
　また、本制度は、京都府保険医協会と三井住友海上火災保険株式会社
が独自に検討を重ね、従業員のみならず、個人医院の院長も給付の対象
としました（ただし、従業員の加入がある個人医院が対象）。
　業務上のリスクを補償し、従業員の福利厚生の向上にお役に立つもの
と確信いたします。
　ぜひこの際、ご加入を検討いただき、多くの会員にご利用いただける
ようご案内いたします。パンフレットは１１月中旬にすでにお送りしてお
りますが、再度、必要な方は協会事務局までご連絡ください。

針刺し事故見舞金補償プラ針刺し事故見舞金補償プランン

ご参加下さい

始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた始めました！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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医
業
の
実
態
編
（
開
業
医
）

　
開
業
か
ら
の
年
数
は
　
年
以

３１

上
が
最
も
多
く
　
％
、
次
い
で

２９

　
～
　
年
の
　
％
、
５
年
以
下

１１

１５

１６

の
　
％
、
６
～
　
年
が
　
％
と

１５

１０

１４

続
き
、
開
業
　
年
ま
で
と
　
年

２０

２０

以
上
が
ほ
ぼ
半
々
で
あ
っ
た
。

開
業
時
に
不
安
に
思
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
具
体
的
に
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
開
業
資
金
や
借
入
金
に

つ
い
て
の
心
配
が
最
も
多
く
、

そ
の
他
は
経
営
の
見
通
し
、
集

患
対
策
、
雇
用
管
理
、
点
数
解

釈
・
請
求
事
務
な
ど
が
並
ん
だ
。

開
業
時
に
協
会
が
役
立
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
あ
っ
た
」　
％
、「
な

４２

か
っ
た
」　
％
で
あ
っ
た
（
図

５３

１
）。
具
体
的
に
は
融
資
、
点

数
解
釈
・
請
求
事
務
な
ど
が
多

く
並
ん
だ
。
開
業
後
に
協
会
が

役
に
立
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
あ
っ

た
」　
％
、「
な
か
っ
た
」　
％

５５

３９

で
あ
っ
た（
図
２
）。
具
体
的
に

は
、
点
数
解
釈
・
請
求
事
務
、

共
済
制
度
、
医
療
安
全
、
融
資

が
多
く
並
ん
だ
。
今
後
の
協
会

へ
の
期
待
に
つ
い
て
は
、
ス

タ
ッ
フ
確
保
や
労
務
管
理
、
医

院
継
承
な
ど
へ
の
支
援
、
審

査
・
指
導
対
策
、
行
政
と
の
意

思
疎
通
を
は
か
る
こ
と
な
ど
が

並
ん
だ
。
医
師
と
し
て
の
夢
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
地

域
医
療
へ
の
貢
献
」「
患
者
さ

ん
の
た
め
」「
理
想
の
医
療
の

追
求
」な
ど
が
並
ん
だ
一
方
で
、

夢
は
な
い
と
の
回
答
も
一
定
数

あ
っ
た
。

　
医
業
の
実
態
編
（
勤
務
医
）

　
こ
れ
ま
で
勤
務
し
た
医
療
機

関
数
は
平
均
で
５
・
８
。
現
在

の
勤
務
で
満
足
し
て
い
る
こ
と

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
同
じ
志

で
地
域
の
た
め
に
集
っ
て
い
る

医
師
や
職
員
と
が
ん
ば
れ
て
い

る
」「
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で

き
た
」「
若
年
医
師
が
比
較
的

多
く
活
発
で
あ
る
」
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
、
不
満
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、「
地
域
の
た
め
に

が
ん
ば
っ
て
も
報
わ
れ
な
い
こ

と
」「
地
域
と
の
距
離
が
大
き

い
」「
長
時
間
勤
務
で
休
み
が

取
れ
な
い
」「
給
料
が
安
い
」な

ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら

も
勤
務
医
と
し
て
働
く
か
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、「
働
く
つ
も
り
」

が
　
％
で
、「
分
か
ら
な
い
」
の

７０

　
％
、「
開
業
を
考
え
て
い
る
」

１８の
４
％
を
大
き
く
上
回
っ
た

（
図
３
）。
勤
務
医
救
済
が
テ
ー

マ
と
さ
れ
た
今
年
４
月
の
診
療

報
酬
改
定
の
効
果
に
つ
い
て

は
、「
あ
っ
た
」
が
４
％
に
留
ま

り
、「
な
か
っ
た
」
が
　
％
に
の

７１

ぼ
っ
た（
図
４
）。
勤
務
医
の
お

か
れ
て
い
る
現
状
で
改
善
を
望

む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
給
与
・

休
日
な
ど
の
待
遇
面
と
、
そ
れ

を
可
能
と
す
る
診
療
報
酬
制
度

の
見
直
し
に
意
見
が
集
中
し

た
。
今
後
協
会
に
整
備
を
求
め

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
医
師
・

看
護
師
の
紹
介
、
医
療
機
関
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

医
師
と
し
て
の
夢
に
つ
い
て

は
、「
医
療
・
介
護
が
保
障
さ
れ

た
地
域
社
会
の
実
現
」「
生
涯

現
役
」「
専
門
知
識
・
技
能
の
向

上
」
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
医
師
か
ら
み
た
患
者
実
態
編

　
最
近
の
患
者
さ
ん
の
受
診
時

の
健
康
状
態
に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
重
症
化
し
て
か
ら

の
受
診
が
増
え
た
」
が
　
％
、

１４

「
病
状
初
期
で
の
受
診
が
増
え

た
」
が
７
％
、「
以
前
と
変
わ
ら

な
い
」
が
　
％
で
あ
っ
た
（
図

５５

５
）。「
重
症
化
」の
割
合
が「
病

状
初
期
」
の
割
合
を
上
回
っ
て

報
告
さ
れ
、
気
に
な
っ
た
事
例

と
し
て
は
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
な

る
ま
で
受
診
せ
ず
（
経
済
的
に

困
っ
て
い
て
）
受
診
後
１
カ
月

で
死
亡
」「
　
代
の
独
身
女
性

３０

で
高
血
圧
治
療
中
。
定
期
的
に

受
診
せ
ず
、
理
由
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
『
収
入
が
不
安
定
で
払
え

な
い
月
が
あ
る
』」「
生
保
打
ち

切
り
の
た
め
、
イ
ン
ス
リ
ン
が

打
て
な
く
な
っ
た
」
等
の
受
診

抑
制
・
治
療
中
断
の
深
刻
な
事

例
が
報
告
さ
れ
た
。

　
最
近
の
患
者
さ
ん
の
保
険
加

入
状
況
や
窓
口
負
担
の
負
担
感

に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
窓
口
負
担
に
つ
い
て
相
談
さ

れ
る
こ
と
が
増
え
た
」が
　
％
、

１７

「
資
格
証
や
短
期
証
の
患
者
さ

ん
が
増
え
た
」
が
　
％
、「
全
く

１０

保
険
に
入
っ
て
い
な
い
患
者
さ

ん
が
増
え
た
」「
窓
口
負
担
の

支
払
い
が
滞
る
患
者
さ
ん
が
増

え
た
」
が
そ
れ
ぞ
れ
５
％
、「
以

前
と
変
わ
ら
な
い
」
が
　
％
で

４９

あ
っ
た
（
図
６
）。
こ
こ
で
も
、

確
実
に
公
的
医
療
保
険
の
空
洞

化
が
進
ん
で
い
る
実
態
が
報
告

さ
れ
、
気
に
な
っ
た
事
例
と
し

て
は
「
無
保
険
で
症
状
を
我
慢

し
、
や
っ
と
国
保
に
加
入
し
て

き
た
時
に
は
、
胃
が
ん
の
末
期

で
あ
っ
た
」「
無
保
険
に
て
喘

息
の
治
療
が
継
続
で
き
な
い
」

「
ク
ビ
に
な
っ
た
人
へ
の
対
応

に
苦
慮
す
る
。
半
額
・
ゼ
ロ
負

担
に
し
て
い
る
人
が
増
え
た
」

等
の
、
経
済
的
困
窮
が
医
療
の

切
れ
目
と
な
っ
て
い
る
実
態
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
最
近
の
患
者
さ
ん
の
受
診
動

向
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
検
査
の
拒
否
や
薬
剤
の
削
減

な
ど
診
療
内
容
の
縮
小
に
関
す

る
相
談
が
増
え
た
」
が
　
％
、

２４

「
治
療
中
断
が
増
え
て
き
た
」が

　
％
、「
資
格
証
や
短
期
証
に

２２

切
り
替
わ
っ
た
患
者
さ
ん
が
受

診
し
な
く
な
っ
た
」
が
７
％
、

「
以
前
と
変
わ
ら
な
い
」が
　
％
３８

で
、
検
査
の
拒
否
や
治
療
中
断

が
あ
る
と
の
回
答
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た（
図
７
）。
気
に
な
っ
た

事
例
と
し
て
は
、「
現
役
世
代

で
、
本
当
に
継
続
し
た
治
療
の

必
要
な
人
が
３
割
負
担
の
上

に
、
子
ど
も
等
に
も
お
金
が
か

か
り
、
治
療
を
中
断
す
る
」

「
特
に
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
に
中
断
が
多
い
」「
持
参

金
を
示
し
て
こ
の
範
囲
内
で
の

治
療
を
希
望
さ
れ
る
こ
と
が

時
々
あ
る
」
等
の
受
診
抑
制
や

治
療
中
断
が
、
働
き
盛
り
を
含

め
て
広
い
世
代
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
事
例
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
介
護

保
険
制
度
や
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
の
不
備
か
ら
、
日
常
生
活
に

支
障
を
来
し
て
き
て
い
る
患
者

さ
ん
を
受
け
持
っ
た
経
験
が
あ

る
か
ど
う
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
あ
る
」　
％
、「
な
い
」　
％
、

２２

３１

「
分
か
ら
な
い
」　
％
で
あ
っ
た

２４

（
図
８
）。
具
体
的
な
事
例
と
し

て
は
、「
一
人
暮
ら
し
の
Ａ
Ｄ

Ｌ
低
下
者
で
特
養
に
な
か
な
か

入
れ
な
い
。
お
金
の
負
担
が
あ

り
、
訪
問
看
護
が
頼
め
な
い
」

「
複
合
的
な
疾
病
に
か
か
っ
て

い
た
り
、
後
遺
症
が
あ
っ
た

り
、
家
族
介
護
人
の
限
界
な
ど

八
方
塞
が
り
で
、
何
か
ら
手
を

つ
け
た
ら
良
い
か
分
か
ら
ぬ
く

ら
い
」「
高
齢
世
帯
、
２
人
と

も
認
知
症
。
高
齢
者
の
イ
ン
ス

リ
ン
自
己
注
射
の
諸
問
題
。
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
火
の
不
始

末
問
題
」「
痴
呆
症
を
合
併
し

た
老
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

か
ら
の
相
談
が
増
え
て
、
老
人

を
収
容
す
る
べ
く
家
族
か
ら
の

訴
え
が
増
え
て
困
っ
て
い
る
」

等
の
介
護
保
険
の
問
題
に
留
ま

ら
な
い
、
高
齢
者
の
生
活
問
題

全
般
に
わ
た
る
深
刻
な
実
態
が

報
告
さ
れ
た
。

　
今
後
の
協
会
活
動
へ
の
意
見
編

　
府
医
師
会
館
の
移
転
に
伴
い

協
会
事
務
局
も
移
転
す
る
に
あ

た
っ
て
、
心
機
一
転
新
た
に
取

り
組
む
べ
き
事
業
に
つ
い
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
国
民
皆
保
険
制
度
の
形
骸
化

を
許
さ
な
い
活
動
を
」「
今
後

は
『
地
域
医
療
』
だ
け
を
見
て

い
ら
れ
な
い
。『
看
取
り
』
や

『
終
の
住
処
』
の
整
備
が
必
要
」

「
医
師
が
『
医
師
に
な
っ
て
良

か
っ
た
』
と
思
え
る
よ
う
な
医

療
界
を
」
等
の
、
患
者
側
・
提

供
側
含
め
て
医
療
・
介
護
制
度

の
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
を

求
め
る
意
見
。「
従
業
員
教
育

講
座
（
医
療
制
度
、
社
会
保
障

制
度
）
で
基
礎
的
な
知
識
を
習

得
し
、
地
域
医
療
を
守
る
働
き

手
を
育
成
す
る
」「
医
学
生
、

研
修
医
向
け
に
『
保
険
医
講

座
』」「
医
療
情
報
の
改
悪
の
情

報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
」

等
の
学
習
・
情
報
提
供
の
充
実

を
求
め
る
意
見
。「
医
師
同
士

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
り
や
す

い
環
境
に
寄
与
す
る
こ
と
」

「
在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」等

の
会
員
相
互
の
繋
が
り
を
支
援

す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　
現
在
協
会
が
行
っ
て
い
る
、

政
治
や
政
党
へ
の
働
き
か
け
や

行
政
へ
の
働
き
か
け
、
医
療
政

策
、
社
会
保
障
政
策
か
ら
、
環

境
・
公
害
対
策
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
平
和
な
社
会
の

創
造
、
原
子
力
利
用
状
況
な
ど

に
対
す
る
監
視
と
意
見
発
信
な

ど
の
活
動
で
、
今
後
さ
ら
に
社

会
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
思

わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
聞
い

た
。
そ
れ
に
対
し
て
は
「
現
在

の
路
線
お
お
む
ね
賛
成
。
そ
れ

ぞ
れ
の
路
線
が
抱
え
る
問
題
へ

の
取
り
組
み
方
を
検
討
し
更
に

強
化
し
て
ほ
し
い
」「
原
子
力

利
用
状
況
な
ど
に
関
し
て
は
無

知
な
部
分
が
多
い
の
で
、
も
っ

と
情
報
発
信
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
一
般
社
会
へ
の
啓
発
活
動

も
行
っ
て
ほ
し
い
」
等
の
現
状

を
よ
り
進
め
る
べ
き
と
の
意

見
。「
保
険
医
協
会
で
す
か
ら
、

医
療
に
関
す
る
こ
と
を
中
心

に
、
開
業
医
・
勤
務
医
が
安
心

し
て
診
療
で
き
る
環
境
を
」

「
医
療
政
策
・
社
会
保
障
政
策
に

対
し
て
国
民
の
運
動
と
し
て
盛

り
上
げ
て
良
い
方
向
へ
変
え
て

い
く
」
等
の
医
療
・
社
会
保
障

制
度
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
強

め
る
べ
き
、
と
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　
今
後
の
府
医
師
会
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
取
る
べ
き
協
会
の

対
応
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
府
医
に
は
な
い
良
さ
を

発
揮
し
て
」「
協
会
は
協
会
の

理
念
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
貫
き
、
医

師
会
と
は
十
分
話
し
合
い
を
」

「
府
医
と
協
会
と
の
対
立
性
は

こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
り
指
摘

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
対
立
は

決
し
て
不
毛
で
は
な
く
対
立
あ

れ
ば
こ
そ
京
都
府
の
医
療
の
特

性
を
生
ん
で
来
た
と
も
言
え

る
。
両
者
真
摯
に
対
応
し
て
行

け
ば
良
い
」
等
の
、
協
会
の
良

さ
を
生
か
し
つ
つ
活
動
す
べ
き

と
の
意
見
。
一
方
で
は
、「
医

師
会
と
の
共
同
作
業
（
特
に
政

治
面
）」「
共
に
同
じ
、
そ
し
て

対
等
の
仲
間
。
お
互
い
に
小
異

を
捨
て
て
、
大
同
に
つ
こ
う
。

目
標
は
同
じ
だ
。
但
し
、
協
会

と
し
て
の
伝
統
の
矜
持
は
保
つ

べ
き
だ
」「
目
指
し
て
い
る
最

終
的
な
目
標
が
共
に
同
じ
で
あ

る
な
ら
ば
、
方
法
が
違
っ
て
も

協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力
し

て
、
大
き
な
力
に
し
て
ほ
し

い
」
等
の
、
協
力
で
き
る
こ
と

は
積
極
的
に
共
同
す
べ
き
と
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
最
後
の
自
由
意
見
で
は
、

「
協
会
設
立
の
原
点
に
立
ち
帰

り
、
保
険
医
療
を
担
う
保
険
医

か
ら
の
運
動
を
提
起
す
る
こ

と
。
会
員
の
要
望
を
細
か
く
聞

き
取
り
、
医
業
・
生
活
に
密
着

し
た
事
業
展
開
を
望
む
」「
正

直
な
と
こ
ろ
、
医
師
会
と
協
会

の
両
方
に
加
入
し
て
い
る
の

は
、
協
会
に
は
毎
日
の
診
療
に

具
体
的
に
役
立
つ
事
業
が
い
ろ

い
ろ
あ
る
か
ら
。
一
人
ひ
と
り

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
今
の

姿
勢
を
大
切
に
」
等
の
、
協
会

が
寄
っ
て
立
つ
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
る
会
員
第
一
の
姿
勢
に
つ
い

て
も
あ
ら
た
め
て
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
。

　
協
会
は
こ
れ
ま
で
も
、
会
員

の
ご
意
見
と
ニ
ー
ズ
を
基
に
し

て
各
種
事
業
を
展
開
し
て
き
た

が
、
今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
生
か
し
て
、
な
お
一
層
医
師

団
体
と
し
て
の
社
会
的
使
命
を

自
覚
し
つ
つ
、
医
療
・
社
会
保

障
制
度
の
充
実
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
日

常
診
療
活
動
の
支
援
と
医
業
経

営
の
安
定
に
資
す
る
よ
う
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。

　
協
会
の
事
務
所
移
転
に
先
立
つ
７
・
８
月
に
、
全
会
員
の
意
見
を
結
集
し
、

こ
れ
か
ら
の
協
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
原
点
に
立
ち
返
り
一
か
ら
考
え
直

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
全
会
員
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
概
要

は
以
下
の
通
り
。
集
計
結
果
は
メ
デ
ィ
ペ
ー
パ
ー
京
都
　
月
号
で
掲
載
す
る
。

１２

対
象
者
　
京
都
府
保
険
医
協
会
会
員
の
う
ち
研
修
医
会
員
を
除
く
２
４
８
０
人

回
答
者
数
３
６
２
（
回
答
率
　
％
）　
実
施
期
間
　
　
年
７
月
１
日
～
８
月
　
日

１５

１０

３１

事
務
所
移
転
を
機
に
協
会
の
あ
り
方
問
う

全 会 員 対 象全 会 員 対 象 のの
アンケート実アンケート実施施

■勤務医の実態

　「地域との距離が大きい」

　プラス改定の効果「なかった」

　給与等待遇面の改善望む

■患者実態について

　重症化してからの受診増えた

　支払いに困る患者さん増えた

　診療縮小の相談や治療中断も

■協会活動への意見

　医師が誇りもてる環境に

　会員相互の繋がり支援を

　府医と共同しつつ協会の独自性を

■開業医の協会への期待

　スタッフ確保や労務管理

　審査・指導対策

　行政との意思疎通

図１ 開業時に協会が役に立ったこと
があったか

図２ 開業後、協会が役に立ったこと
があったか

図３　これからも勤務医として働くか

図４ ２０１０年改定は勤務医救済の効果
があったか

図５ 患者さんの健康状態

図８ 要介護状態だが、介護保険等が機能 
 せず日常生活に支障を来している例

図６ 患者さんの保険加入状況や窓口負担の
負担感について

図７　患者さんの受診行動

0 10 20 30 40 50

全く保険に入っていない患者さんが増えた

資格証や短期証の患者さんが増えた
窓口負担の支払いが滞る患者さんが増えた

窓口負担について相談されることが増えた

以前と変わらない
わからない

無回答

0 10 20 30 40

治療中断が増えてきた
検査の拒否や薬剤の削減など診療
内容の縮小に関する相談が増えた
資格証や短期証に切り替わった
患者さんが受診しなくなった

以前と変わらない
病状を必要以上に心配して、検査や
投薬を求められることが増えた

わからない

無回答
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レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
の
義
務
化
は
、　
年
　
月
　

０９

１１

２５

日
の
請
求
省
令
の
改
定
に
よ
り

撤
回
さ
れ
、
神
奈
川
・
大
阪
で

の
集
団
訴
訟
も
勝
利
的
な
取
り

下
げ
で
一
段
落
し
た
。
し
か

し
、
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
は
一

部
を
除
い
て
段
階
的
に
進
め
ら

れ
、
電
子
レ
セ
プ
ト
の
割
合

は
、
今
年
　
月
請
求
分
（
基
金
）

１０

に
お
い
て
、
件
数
で
医
科
の

　
・
５
％
、
機
関
数
で
医
科
の

９２　
・
１
％
に
達
し
て
い
る
。

７９　
今
年
５
月
に
は
内
閣
Ｉ
Ｔ
戦

略
本
部
が
「
新
た
な
情
報
通
信

技
術
戦
略
」
を
公
表
、「
医
療
分

野
の
取
組
」
が
複
数
掲
げ
ら
れ

た
。
そ
の
中
で
も
、
①
「
ど
こ

で
も
Ｍ
Ｙ
病
院
」、
②
レ
セ
プ

ト
情
報
等
の
活
用
に
よ
る
医
療

の
効
率
化
―
の
２
点
は
、
保
険

医
に
大
い
に
関
係
が
あ
る
。

　
加
え
て
、
行
政
刷
新
会
議
の

事
業
仕
分
け
で
問
題
と
さ
れ

た
、
審
査
支
払
機
関
の
改
革
の

影
響
を
受
け
て
、
電
子
レ
セ
プ

ト
の
審
査
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用

が
拡
大
さ
れ
る
。
ま
た
、
規
制

改
革
を
求
め
る
財
界
勢
力
か
ら

の
レ
セ
プ
ト
、
カ
ル
テ
の
完
全

電
子
化
の
要
求
も
引
き
続
き
出

さ
れ
て
い
る
状
況
だ
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
理
事
会
は
　
月
　
日
と
　
月
　
日
の
両
日
、「
医
療
Ｉ
Ｔ
化
政
策

１１

３０

１２

１４

を
め
ぐ
る
状
況
」
に
つ
い
て
、
鈴
木
副
理
事
長
が
問
題
提
起
を
し
た
。
本
紙
で
そ
の
概
要

を
２
回
に
わ
け
て
掲
載
す
る
。（
次
回
は
１
月
　
日
号
に
掲
載
予
定
）

２０

　「
新
た
な
情
報
通
信
技
術
戦

略
」
は
、
医
療
分
野
の
重
点
施

策
と
し
て
、「
全
国
ど
こ
で
も

過
去
の
診
療
情
報
に
基
づ
い
た

医
療
を
受
け
ら
れ
る
と
と
も

に
、
個
人
が
健
康
管
理
に
取
り

組
め
る
環
境
を
実
現
す
る
た

め
、
国
民
が
自
ら
の
医
療
・
健

康
情
報
を
電
子
的
に
管
理
・
活

用
す
る
た
め
の
全
国
レ
ベ
ル
の

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す

る
。
こ
の
た
め
、
第
一
段
階
と

し
て
、
個
人
が
自
ら
に
対
す
る

調
剤
情
報
等
を
電
子
的
に
管
理

す
る
仕
組
み
を
実
現
す
る
。
ま

た
、
匿
名
化
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト

情
報
等
を
一
元
的
な
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
と
し
て
集
約
し
、
広
く

医
療
の
標
準
化
・
効
率
化
及
び

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
活
用
可
能

と
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
」

と
し
た
。

　
こ
の
具
体
的
取
組
が
、
以
下

の
点
で
あ
る
。

　
１
「
ど
こ
で
も
Ｍ
Ｙ
病
院
」

構
想
の
実
現

　
②
レ
セ
プ
ト
情
報
等
の
活
用

に
よ
る
医
療
の
効
率
化

　
１
「
ど
こ
で
も
Ｍ
Ｙ
病
院
」

構
想
（
資
料
１
）
は
、
ま
ず
調

剤
情
報
の
一
元
管
理
を
発
端

に
、「
医
療
機
関
、
健
診
機
関
、

家
庭
な
ど
に
散
在
し
て
い
る
個

人
の
医
療
・
健
康
情
報
を
、
個

人
が
自
ら
の
生
活
の
質
の
維
持

や
向
上
を
目
的
と
し
て
、
一
元

的
に
収
集
・
保
存
・
活
用
す
る

た
め
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
創

出
」
す
る
と
し
て
お
り
、
あ
く

ま
で
民
間
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
戦
略
本
部
資
料
で
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
患
者
の
診
療
記
録
の
概

Sum
m
ary

要
を
共
有
す
る
「
   
 
    

C
are
R
ecord

 
     
     」、
デ
ン
マ
ー

ク
の
電
子
診
療
記
録
の
要
約
で

N
ational

P
atient

あ

る
「
 
         
       

Index
E
H

     」、
オ
ラ
ン
ダ
の
 
 R

 

（Electronic
Health

Recor

                       d  ）

を
紹
介
し
て
い
る
。
各
国
と
も

個
人
の
医
療
情
報
は
か
な
り
神

経
質
、
厳
密
に
取
り
扱
っ
て
い

る
の
だ
が
、
日
本
は
検
討
段
階

で
そ
れ
を
ぼ
か
し
て
、
便
利
な

点
だ
け
を
強
調
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
か
か

り
つ
け
医
（
Ｇ
Ｐ
）
制
度
は
二

次
医
療
病
院
・
専
門
病
院
の
門

番
的
役
割
を
受
け
持
っ
て
お
り

医
療
情
報
が
１
カ
所
に
蓄
積
さ

れ
て
い
る
が
、
日
本
は
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
制
度
な
の
で
医
療
機

関
毎
の
縦
割
り
に
よ
っ
て
他
の

医
療
機
関
に
よ
る
過
去
の
診
療

情
報
が
参
照
で
き
な
い
、
医
療

情
報
が
散
在
す
る
と
批
判
。

「
ど
こ
で
も
Ｍ
Ｙ
病
院
」構
想
の

メ
リ
ッ
ト
を
謳
っ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ

て
い
る
の
は
、　
年
　
月
　
日

０８

１０

２８

の
厚
労
省
・
社
会
保
障
カ
ー
ド

（
仮
称
）の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
の
「
議
論
の
整
理
」
で
示

さ
れ
た
よ
う
な
、
医
療
機
関
が

電
子
的
に
提
出
し
た
レ
セ
プ
ト

を
、
保
険
者
の
サ
ー
バ
か
ら
、

中
継
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
介
し

て
、
行
政
が
構
築
し
た
「
電
子

私
書
箱
」
上
で
患
者
が
ア
ク
セ

ス
す
る
よ
う
な
仕
組
み
で
は
な

い
。
　
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
の

は
、
受
け
取
っ
た
レ
セ
プ
ト
や

「
お
薬
手
帳
」
等
の
情
報
を
、
患

者
自
身
が
事
業
者
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
入
力
し
、
そ
れ
を
利

用
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
現

在
、
そ
の
た
め
の「
標
準
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
」
の
整
備
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る（
資
料
２
）。

　
　
年
ま
で
の
第
１
期
サ
ー
ビ

１３
ス
で
は
レ
セ
プ
ト
や
「
お
薬
手

帳
」
等
の
情
報
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
提
供
、

　
年
以
降
の
第
２
期
サ
ー
ビ
ス

１４で
は
健
診
情
報
、
個
人
向
け
退

院
サ
マ
リ
、
検
査
デ
ー
タ
等
を

医
療
機
関
か
ら
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ

に
て
手
渡
す
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
事
業
者
の
サ
ー
バ
ー
に
ア
ッ

プ
す
る
方
法
が
示
さ
れ
て
い

る
。
　
国
民
に
対
し
て
は
、
①
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
で
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
簡
単
チ
ェ
ッ
ク
、
②
健
康

家
計
簿
で
支
出
も
ら
く
ら
く
、

③
健
康
窓
口
で
旅
行
、
救
急
時

に
医
療
情
報
を
活
用
、
④
民
間

健
康
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
―
等

を
サ
ー
ビ
ス
活
用
の
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
示
し
て
い
る
。
④
に
つ

い
て
は
、
既
に
健
康
管
理
市
場

へ
の
携
帯
キ
ャ
リ
ア
、
ポ
ー
タ

ル
サ
ー
ビ
ス
、
健
康
機
器
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
参
入
が
活
発
化
し

て
い
る
。

　
な
お
、
参
考
事
業
と
し
て
、

京
都
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ

Ｃ
Ｃ
Ｊ
）
が
㈱
フ
ェ
イ
ス
、

ウ
ィ
ル
コ
ム
と
共
同
開
発
し
運

営
す
る
個
人
向
け
健
康
情
報
管

理
サ
ー
ビ
ス
「
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ル

テ
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
②
「
レ
セ
プ
ト
情
報
等
の
活

用
に
よ
る
医
療
の
効
率
化
」
は

「
匿
名
化
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
情

報
等
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し

て
、
厚
生
労
働
省
で
集
約
す
る

こ
と
を
一
層
推
進
し
、　
年
度

１１

早
期
に
レ
セ
プ
ト
情
報
（
Ｄ
Ｐ

Ｃ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
タ
含

む
）、
特
定
健
診
情
報
、
特
定
保

健
指
導
情
報
を
外
部
に
提
供
す

る
た
め
、　
年
度
中
に
有
識
者

１０

か
ら
な
る
検
討
体
制
を
構
築

し
、
デ
ー
タ
活
用
の
た
め
の

ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
結
論
を
得

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
レ
セ
プ
ト
情
報
、
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
情
報

は
保
険
者
が
匿
名
化
し
た
上

で
、
厚
労
省
保
険
局
総
務
課
で

収
集
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
救

急
情
報
等
を
加
え
、
将
来
は
資

料
３
の
よ
う
に
厚
労
省
内
で
目

的
別
二
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
加

工
し
て
、
様
々
な
目
的
の
た
め

に
、
外
部
に
提
供
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

　
医
療
の
効
率
化
の
面
で
は
、

①
自
治
体
の
利
用
に
つ
い
て
は

「
医
療
機
関
の
設
備
状
況
や
治

療
実
績
等
と
い
っ
た
情
報
を
客

観
的
デ
ー
タ
で
見
え
る
化
し
、

医
療
資
源
の
最
適
配
分
等
を
行

い
、
医
療
の
効
率
化
を
目
指

す
」、
②
医
療
機
関
の
利
用
に

つ
い
て
は
「
地
域
の
病
院
の
平

均
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
診
療

プ
ロ
セ
ス
と
、
自
病
院
の
そ
れ

ら
と
の
比
較
に
よ
り
、
自
病
院

の
長
所
・
短
所
を
把
握
。
結
果

と
し
て
、
病
院
経
営
が
効
率
化

し
、
ま
た
医
療
の
質
も
向
上
」、

③
保
険
者
の
利
用
に
つ
い
て
は

「
自
ら
保
有
す
る
レ
セ
プ
ト
情

報
等
を
活
用
し
、
レ
セ
プ
ト
点

検
を
行
っ
た
り
、
特
定
健
診
等

情
報
と
併
せ
て
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
険
事
業
の
質
の
向

上
を
図
れ
る
」
―
と
謳
っ
て
い

る
。
　
具
体
的
な
検
討
は
、
今
年
　１０

月
か
ら
有
識
者
会
議
を
立
ち
上

げ
、「
医
療
費
適
正
化
計
画
の

作
成
等
に
資
す
る
調
査
・
分
析

を
行
う
以
外
の
用
途
で
、
デ
ー

タ
の
利
用
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
、
デ
ー
タ
利
用
の
公
益
性
等

に
つ
い
て
検
討
・
意
見
交
換
を

行
い
、
厚
生
労
働
大
臣
が
申
請

者
に
対
す
る
デ
ー
タ
提
供
の
可

否
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
助

言
す
る
こ
と
を
目
的
」
に
検
討

を
重
ね
て
い
る
。

　
問
題
は
、
様
々
な
政
府
資
料

で
、
外
部
利
用
者
と
想
定
さ
れ

て
い
る
研
究
機
関
等
の
「
等
」

の
中
に
民
間
企
業
が
加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
。
法
的
根
拠
は

な
い
が
、
研
究
機
関
「
等
」
が

デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に

制
度
や
根
拠
を
作
る
た
め
に
審

議
す
る
の
が
有
識
者
会
議
の
役

割
で
あ
る
た
め
、
要
注
意
で
あ

る
。
　
資
料
４
に
よ
れ
ば
、
厚
労
省

保
険
局
総
務
課
に
蓄
積
さ
れ
て

い
る
レ
セ
プ
ト
情
報
と
特
定
健

診
等
情
報
は
各
々
の
サ
ー
バ
に

送
ら
れ
る
前
に
別
々
に
匿
名
化

処
理
が
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
内
で
は
突
合
、
結
び

つ
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
逆
に
言
え
ば
、
個
人
が
特
定

さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
情
報
に

な
っ
て
い
る
。
同
一
保
険
者
内

で
は
レ
セ
プ
ト
と
特
定
健
診
等

の
デ
ー
タ
の
結
び
つ
け
は
可
能

で
あ
る
。
結
び
つ
け
た
後
に
匿

名
化
し
て
厚
労
省
の
サ
ー
バ
に

送
れ
ば
、
個
人
の
特
定
は
よ
り

困
難
に
な
り
、
政
府
の
意
図
す

る
医
療
費
分
析
も
可
能
な
は
ず

だ
。
何
故
、
個
人
が
特
定
さ
れ

る
恐
れ
の
あ
る
情
報
と
し
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
保
有
す
る
の

か
疑
問
で
あ
る
。

　
ま
た
、
外
部
提
供
す
る
場
合

は
「
用
途
に
応
じ
て
集
計
・
加

工
等
を
行
う
」と
し
て
い
る
が
、

問
題
な
の
は
ど
の
よ
う
な
加
工

が
施
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
加
工

さ
れ
た
デ
ー
タ
が
本
当
に
正
し

い
の
か
、
医
療
政
策
を
考
え
る

上
で
根
拠
に
な
る
の
か
―
と
い

う
点
で
あ
る
。
特
に
、
分
析
・

研
究
に
用
い
る
際
に
、
例
え
漏

洩
し
て
も
絶
対
に
患
者
個
人
が

特
定
で
き
な
い
よ
う
な
情
報
に

加
工
す
る
と
と
も
に
、
根
拠
の

あ
る
デ
ー
タ
に
加
工
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
明
確
に
し
、
透
明
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
慎
重
に
考
え
て
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
が
、

日
本
は
情
報
の
質
、
内
容
の
検

討
を
外
し
て
話
を
進
め
て
お

り
、
個
人
と
結
び
つ
く
情
報
と

し
て
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

 

（
続
く
）

民
間
サ
ー
ビ
ス
創
出
の
た
め
の

「
ど
こ
で
も
Ｍ
Ｙ
病
院
」
構
想

レ
セ
プ
ト
情
報
等
の
外
部
提
供
は

問
題
あ
り

内
閣
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
が「
Ｍ
Ｙ
病
院
」構
想

着
々
と
進

 着
々
と
進
むむ

内閣ＩＴ戦略本部「新たな情報通信技術戦略」関係資料より
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根
気
や
誠
意
を
持
っ
た
態
度

を
患
者
さ
ん
に
示
す
に
は
、
そ

れ
な
り
の
前
提
条
件
が
必
要
で

す
。
つ
ま
り
、
医
療
機
関
側
が

平
常
心
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ク

レ
ー
ム
を
つ
け
て
く
る
患
者
さ

ん
や
そ
の
家
族
は
、
そ
れ
こ
そ

真
剣
で
す
。
そ
の
勢
い
た
る

や
、
時
に
は
実
に
凄
い
こ
と
が

あ
る
よ
う
で
す
。

　
受
付
窓
口
で
「
○
○
を
今
出

ま
ず
は
落
ち
着
き
ま
し
ょ
う

落

ち

着

か

せ

ま

し

ょ

う

に
対
し
て
は
落
ち
着
い
た
態
度

が
必
要
で
す
。
意
識
的
に
声
を

低
く
ゆ
っ
く
り
と
話
さ
れ
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。
要
は
、
患

者
さ
ん
の
ペ
ー
ス
に
呑
ま
れ
て

慌
て
た
り
興
奮
し
な
い
こ
と
で

す
。
患
者
さ
ん
の
方
も
静
か
な

別
室
に
連
れ
て
行
か
れ
て
、
落

ち
着
き
払
っ
た
態
度
を
見
せ
ら

れ
る
と
、
結
構
、
理
性
的
に
話

を
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
　
次
回
も
受
付
で
の
対
応
の
心

が
け
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

せ
！
　
居
な
い
ん
や
っ
た
ら
院

長
を
す
ぐ
出
せ
！
」
と
、
周
り

の
患
者
さ
ん
の
こ
と
な
ど
全
く

気
に
す
る
様
子
も
な
く
、
怒
鳴

り
込
ん
で
来
る
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
と
き
に
応
対
者

が
動
揺
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

人
目
の
つ
く
と
こ
ろ
で
押
し
問

答
を
続
け
る
の
は
、
他
の
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
も
迷
惑
で
す

し
、
医
療
機
関
に
対
す
る
印
象

に
も
影
響
を
与
え
兼
ね
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
患
者
さ
ん
の
訴
え

を
手
短
に
聞
い
て
、
話
し
合
う

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
直
ち
に
場
所
を
変
え
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
で
き

れ
ば
個
室
で
静
か
な
と
こ
ろ
が

好
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
院
内
に

医
師
し
か
居
な
い
診
療
所
な
ら

ば
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
基
本

的
に
は
事
務
の
方
が
対
応
さ
れ

る
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
は
複
数
で
対
応
す
べ

き
で
し
ょ
う
。
ど
な
た
が
対
応

さ
れ
る
場
合
で
も
、
患
者
さ
ん

学
岳

較
較
較
較
較

　
平
成
３
年
９
月
、
京
都
保
険

医
新
聞
に
詩
の
欄
が
開
設
さ

れ
、
谷
口
謙
先
生
が
選
者
を
担

当
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
投

稿
し
た
「
ク
ヌ
ギ
の
木
」
が
採

用
さ
れ
た
時
の
喜
び
は
、
今
で

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
枕
元
に

新
聞
を
置
い
て
寝
ま
し
た
。
そ

の
後
、
毎
月
採
用
し
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
励
み
と
し
て
、
詩

作
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
谷
口

先
生
の
選
は
大
い
に
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
に

か
く
、平
凡
で
は
駄
目
、自
分
な

り
の
発
見
が
な
い
と
い
け
な
い

と
肝
に
銘
じ
て
き
ま
し
た
。
私

は
谷
口
先
生
に
育
て
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
欄
が
終
わ
る

の
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、

先
生
に
は
今
後
も
お
元
気
で
、

弟
子
の
鈍
牛
の
歩
み
を
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

　
支
援
診
で
在
医
総
管
を
算
定

す
る
場
合
の
文
書
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

が
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の

院
外
処
方
の
場
合
４
２
０
０

点
、
院
内
処
方
の
場
合
４
５
０

０
点
を
算
定
す
る
た
め
に
は
、

患
者
に
文
書
を
配
布
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
聞
い
た
が
、
ど

の
よ
う
な
文
書
か
。

　
Ａ
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所

が
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の

「
１
」イ
．
院
外
処
方
の
場
合
４

２
０
０
点
、
ロ
．
院
内
処
方
の

場
合
４
５
０
０
点
を
算
定
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
患
者
に
対
し

て
「
往
診
及
び
訪
問
看
護
に
よ

り
　
時
間
対
応
で
き
る
体
制
を

２４

確
保
し
、
在
宅
療
養
支
援
診
療

所
の
連
絡
担
当
者
の
氏
名
、
連

絡
先
電
話
番
号
等
、
担
当
日
、

緊
急
時
の
注
意
事
項
等
並
び
に

往
診
担
当
医
及
び
訪
問
看
護
担

当
者
の
氏
名
等
に
つ
い
て
、
文

書
に
よ
り
提
供
し
て
い
る
」
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
提
供
文
章
の
雛
型
や
、

在
宅
療
養
計
画
の
作
成
に
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
書
類
等
の
文

書
例
を
、
京
都
府
保
険
医
協

会
・
保
険
医
専
用
サ
イ
ト

http://www.hokeni.jp/top
                        /  

（
ユ
ー
ザ
ー
名
・
パ
ス
ワ
ー
ド
と

もkyoho
     i  ）
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　
本
紙
の
「
文
芸
欄
」
は
、
今

号
を
も
っ
て
い
っ
た
ん
終
了
し

ま
す
。

　「
自
由
詩
コ
ー
ナ
ー
」で
１
９

９
１
年
９
月
か
ら
選
者
を
務
め

て
い
た
だ
い
た
谷
口
謙
先
生
に

感
謝
の
念
を
込
め
て
、
投
稿
者

を
代
表
し
て
３
人
の
方
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

自自自自自自自自自自由由由由由由由由由由詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩自由詩欄欄欄欄欄欄欄欄欄欄欄

が最終回

谷
口
先
生
と
の
　
年

門
林
岩
雄

20

謝
　
　
辞
榎
榎
榎
榎

加
藤
善
郎

　
協
会
の
ご
配
意
で
二
十
年
、

そ
の
新
聞
に「
詩
」「
歌
」「
句
」

の
投
稿
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
会
員
各
位
は
意
欲
的
に
ご

投
稿
、
私
も
そ
の
凡
て
に

…
…
、
周
知
の
栄
も
い
た
だ

き
、
先
ず
は
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　「
詩
」選
者
の
谷
口
謙
先
生
に

は
、
お
人
柄
ど
お
り
の
真
摯
な

ご
指
導
、
ご
助
言
も
…
、
た
だ

最
近
は
「
常
連
の
同
人
誌
」
の

よ
う
に
な
っ
た
ね
…
と
。
そ
れ

が
今
年
限
り
の
終
焉
に
は
、
少

し
寂
し
く
な
り
ま
す
が
、
止
む

を
得
ま
せ
ん
。
谷
口
先
生
、
協

会
文
化
部
の
皆
さ
ま
、
長
年
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
重

ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

本
欄
が
詩
作
の
き
っ
か
け
に

ｍ
．

　
詩
を
つ
く
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
と
に
か
く
続
け
て

作
品
を
出
そ
う
と
頑
張
り
ま
し

た
。
連
作
を
通
じ
て
、
い
ろ
い

ろ
表
現
を
試
み
た
つ
も
り
で
し

た
が
、
至
ら
ず
じ
ま
い
で
難
し

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
詩
作
の
喜
び
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
つ
も
暖
か

い
助
言
を
い
た
だ
い
た
選
者
の

谷
口
先
生
に
深
く
感
謝
致
し
ま

す
と
と
も
に
、
欠
か
さ
ず
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
投
稿
さ
れ
た
方
々

に
も
励
ま
さ
れ
た
こ
と
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
古
い
記
憶
は
消
え
て

い
る
。『
谷
口
謙
詩
集
』

の
巻
末
の
年
譜
を
写

す
。
平
成
２
年
　
月
　

１１

１３

日
、
大
宮
町
と
野
田
川

町
（
現
与
謝
野
町
）
の

境
に
あ
る
平
治
地
蔵
尊

を
中
心
に
し
て
公
園
化

さ
れ
、
私
の
詩
碑
が
立

て
ら
れ
た
。「
浮
標
」誌

　
号
掲
載
「
佳
日
」
の

７０前
半
部
。
当
時
の
保
険

医
協
会
の
役
員
の
方
々

が
来
訪
さ
れ
、
そ
の
後

の
北
小
路
博
央
先
生
の

ご
発
言
に
よ
り
、
平
成

３
年
９
月
９
日
よ
り

「
京
都
保
険
医
新
聞
」に

自
由
詩
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
そ
の
選
者
と

な
っ
た
。
爾
来
　
年
、

２０

い
さ
さ
か
感
無
量
で
あ

る
。
投
稿
者
、
そ
の
他

の
方
々
、
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
秋
の
小
川

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 門
林
岩
雄

お
よ
い
で
い
る
の
か

な
が
れ
て
い
る
の
か

ち
い
さ
な
も
の
が

水
の
上

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 十
二
年
九
月
二
十
日

　
塔

塔
を
建
て
よ
う

高
い
塔
を

目
印
に
な
る

輝
く
塔
を

　
新
・
我
流
生
物
学
入
門
２
　
カ
タ
ツ
ム
リ

つ
ま
ら
な
い
わ
と
虫
が
鳴
く

そ
う
言
わ
れ
て
も
と
カ
タ
ツ
ム
リ

　
港
 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 加
藤
善
郎

そ
こ
に
人
々
が
集
っ
て
い
た

山
の
手
の
異
人
の
館

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
向
方
に
は

大
き
な
芭
蕉
の
ゆ
ら
ぐ
影

し
き
り
に
移
り
変
わ
る
人
の
影

や
が
て
一
斉
に
開
か
れ
た
窓

皆
が
見
つ
め
出
し
た
の
は
港

溢
れ
ん
ば
か
り
の
海
軍
聯
合
艦
隊

点
き
出
し
た
の
は
煌
々
た
る
灯
り

戦
艦
だ
概
「
陸
奥
」
も
お
る
「
長
門
」
も
お
る

あ
れ
か
ら
な
ん
と
八
十
年

あ
の
艦
隊
も
あ
の
人
々
の
殆
ん
ど
も

も
う
こ
の
世
で
は
会
え
な
い
の
だ

で
も
　
幻
影
が
と
き
に
私
を
慰
め
る

く
ろ
が
ね
の
艦
隊
　
そ
し
て
あ
の
港

　
微
小
貝
の
冬

 榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
榎
 
m．

降
り
し
き
る
雪

空
も
海
も
灰
色
に

そ
う

こ
れ
が
本
当
の
海
の
姿

こ
こ
に
生
き
る
の
は

私
た
ち

厳
し
さ
の
中
で

荒
波
に
打
た
れ

面
々
と
命
を
繋
い
で
い
く

波
音
と
と
も
に

最
終
回

谷
口
　
謙
　
選

　長年にわたり選者を務めていただいた方々、休むことな

く投稿を続けて下さった方々、心より感謝申し上げます。

 榎榎榎榎榎榎 京都府保険医協会「京都保険医新聞」編集部

文芸欄終了にあたっての御礼

１セット（３枚組全３０５分）
　　　　　 定価１０,０００円
京都協会会員価格５,０００円
他府県協会会員価７,０００円
 榎榎榎 （税込・郵送料別）

Ｄ
Ｖ
Ｄ『
医
療
安
全
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
』

　京都府保険医協会
の経験を蓄積して作
成した完全オリジナ
ル、従業員研修にも
活用いただけます。

医療安全研修に
ご活用下さい！

　日　時 ２０１１年２月１０日（木）
 午後２時３０分～４時３０分
　講　師　浜垣 誠司 氏（髙木神経科医院院長）
　場　所　京都府保険医協会　会議室（予定）

第６３８回 社会保険研究第６３８回 社会保険研究会会
「他科のための精神科疾患 「他科のための精神科疾患」」

日を変日を変更更
していましていますす

　日　時　２０１１年２月２７日（日）
  午後２時３０分～４時（開場：午後２時）
　場　所　「京都府庁　旧本館　正庁」
  （京都市上京区下立売新町西入 京都府庁内）
　　　　　※新町通り側　東門よりご入場下さい。
　演　奏　バイオリン：田村 安祐美、前　智子
　　　　　ビオラ：金本 洋子　チェロ：日野 俊介
　曲　目　パッヘルベル「カノン」、ビバルディ「四季」

より、ヘンデル「ラルゴ」　他
　参加費　無料（定員：先着３０人・要申込）
　　※演奏終了後に、演奏者とのトークがあります。
　　※会場は古い建物で暖房があまり効きませんので、

暖かい服装でご参加ください。
　　※ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。お

誘い合わせの上どうぞ。
　主　催　京都府保険医協会　協　賛　有限会社アミス

京響メンバーによるサロンコンサ京響メンバーによるサロンコンサーートト
バロック音楽 ヨーロッパのバロック音楽　ヨーロッパの旅旅

　代議員には１２月１３日付で案内状を送付しましたので、
同封のハガキでご出欠をお知らせ下さい。欠席の場合
は、予備代議員の出席をお願いします。

　日　時　２０１１年１月２７日（木）
　　　　　午後２時１５分～４時
　場　所　ビル葆光（ホーコー）（室町通御池南西角）
　議　題　①２０１０年度上半期活動報告②２０１０年度下半期

重点活動計画③決議採択　等

第１８０回 定時代議員第１８０回 定時代議員会会



再審査請求は文書でも簡単にできます。納得できない査定（減点）にはどしどし再審査をお薦めします

京 都 保 険 医 新 聞 ２０１０年（平成２２年）１２月２０日　第２７７０号 （６）昭和 ２６ 年３月５日第三種郵便物認可 毎月５日 ・ ２０ 日 ・ ２５ 日発行

　
今
回
詩
誌
「
楽
市
」
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
三
井
葉
子
氏
が
、

上
田
三
四
二
の
生
地
、
兵
庫
県

小
野
市
か
ら
出
す
第
１
回
の
賞

を
詩
の
分
野
で
お
受
け
に
な
っ

た
。
は
か
ら
ず
も
上
田
と
ぼ
く

は
、
昭
和
　
年
京
都
大
学
医
学

２３

部
卒
業
の
同
期
生
で
あ
る
。
偉

い
人
な
の
で
上
田
三
四
二
氏
と

せ
ね
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
が
、

今
回
の
連
載
で
は
、
中
学
、
高

校
、
大
学
の
同
級
生
、
仲
間
た

ち
は
す
べ
て
敬
称
を
略
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
故
上
田
三
四
二

の
前
に
深
く
お
詫
び
を
し
て
、

も
う
終
わ
り
に
近
い
連
載
を
書

か
し
て
い
た
だ
く
。
上
田
は
三

高
出
身
だ
っ
た
。
当
時
の
京
大

医
学
部
の
学
生
た
ち
の
な
か
、

主
導
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
三

高
出
身
の
人
だ
っ
た
と
、
は
っ

き
り
言
い
切
れ
る
よ
う
な
世
相

で
は
な
か
っ
た
。
戦
中
戦
後
の

ひ
も
じ
い
体
験
の
時
代
だ
っ
た

の
だ
。
だ
が
や
は
り
世
相
と
は

言
え
、
学
生
生
活
は
学
生
生
活

で
あ
る
種
の
流
れ
が
あ
っ
た
と

言
え
る
よ
う
な
気
も
す
る
。

　
上
田
の
郷
里
が
兵
庫
県
三
木

市
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。
い
や
、
話
し
た
こ
と
も
な

く
、
顔
も
よ
く
知
ら
な
か
っ

た
。
舞
鶴
国
立
病
院
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
生
活
の
終
わ
り
頃
か
、

終
わ
っ
て
す
ぐ
位
だ
っ
た
ろ
う

と
思
う
が
、
文
学
青
年
だ
っ
た

ぼ
く
は
本
屋
の
店
頭
で
、
文
芸

雑
誌
「
群
像
」
の
賞
の
発
表
を

見
つ
け
、
そ
の
エ
ッ
セ
イ
の
部

で
斎
藤
茂
吉
論
を
書
い
て
い
る

彼
の
名
前
を
発
見
し
た
の
で
あ

る
。
あ
っ
と
思
っ
た
の
は
瞬
間

で
な
か
を
読
み
も
し
な
か
っ
た

し
、
貧
乏
し
て
い
て
お
金
も
な

か
っ
た
の
で
購
入
も
し
な
か
っ

た
。
そ
の
後
の
彼
の
活
躍
は
す

さ
ま
じ
か
っ
た
。
短
歌
、
小

説
、
エ
ッ
セ
イ
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
彼
は
書
き
続
け
た
。
群
像

新
人
賞
以
来
、
何
回
大
き
な
賞

を
受
賞
し
た
だ
ろ
う
か
。
十
指

に
余
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

没
年
近
く
宮
内
省
の
新
年
短
歌

の
選
者
に
も
選
ば
れ
、
そ
の
後

不
幸
に
も
癌
疾
患
（
詳
し
い
病

名
は
知
ら
な
い
）
に
て
若
く
し

て
死
亡
し
た
。
生
き
な
が
ら
え

て
い
た
ら
文
化
勲
章
の
レ
ベ
ル

ま
で
達
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
あ
と
で
人
伝
え
に
聞
い
た
の

だ
が
、
医
学
部
に
入
っ
て
間
な

く
、
ま
だ
戦
中
、
舞
鶴
海
軍
工

廠
に
学
徒
動
員
に
行
っ
た
と

き
、
夜
眠
る
前
の
時
間
を
利
用

し
て
茂
吉
を
読
ん
だ
。
こ
れ
が

茂
吉
と
の
初
対
面
で
あ
っ
た
と

い
う
。
い
や
こ
れ
は
何
か
で
読

ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
ぼ
く

は
若
く
し
て
郷
里
で
開
業
を
し

た
の
だ
が
、
文
学
好
き
は
残
っ

て
い
て
、
上
田
の
小
説
、
エ
ッ

セ
イ
等
で
文
芸
雑
誌
に
発
表
さ

れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
目
を
通

し
た
と
思
う
。
た
だ
し
短
歌
は

捨
て
て
い
た
か
ら
、
そ
の
方
は

知
ら
な
い
。
と
に
か
く
彼
の
文

壇
に
お
け
る
活
躍
は
す
さ
ま
じ

か
っ
た
。
書
く
の
も
恥
ず
か
し

い
が
、
当
時
ぼ
く
も
小
説
を
書

い
て
い
た
。「
文
学
界
」に
同
人

雑
誌
評
の
欄
が
あ
り
、
数
回
取

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。
嬉
し

い
の
は
嬉
し
か
っ
た
が
、
そ
の

雑
誌
の
巻
頭
近
く
、
上
田
は
そ

の
創
作
を
発
表
し
て
い
た
。

　
こ
れ
も
不
思
議
な
縁
だ
が
、

Ｋ
市
Ｔ
百
貨
店
の
Ｙ
氏
と
お
っ

し
ゃ
る
方
に
洋
服
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
上

田
か
あ
る
い
は
夫
人
の
従
兄
弟

だ
と
聞
い
た
。
上
田
の
没
後
間

も
な
い
時
の
こ
と
だ
っ
た
か

ら
、
ぼ
く
は
ぶ
し
つ
け
に
質
問

を
し
た
。

「
天
皇
家
か
ら
香
資
が
来
ま
し

た
か
」

「
参
り
ま
し
た
。
内
容
は
存
じ

ま
せ
ん
が
」

　
つ
つ
ま
し
く
Ｙ
氏
は
返
答
を

さ
れ
た
。

　
三
井
氏
を
仲
介
に
し
て
不
思

議
な
縁
を
思
い
起
こ
し
た
。

　
夫
人
は
ま
だ
御
存
命
だ
ろ
う

か
。

（
平
成
　
年
５
月
　
日
付
で
５

２１

１８

月
　
日
の
第
１
回
小
野
市
詩
歌

２３
文
学
賞
授
賞
式
を
中
止
す
る
。

県
内
外
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
、
そ
の
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
と
連
絡
が
あ
っ
た
。）

谷口　謙（北丹） 　  ＜３９＞

上
田
三
四
二

上
田
三
四
二
賞賞

１４日
（金）労災

１０日
（月）

８日
（土）基金

国保 ◎◎○

※○は受付日、◎は締切日。

　午前９時～午後５時。

１月のレセプト受取・締切

京
都
実
地
医
家
の
会

第
　
回
例
会

９６

　
日
　
時
　
２
０
１
１
年
２
月

５
日
（
土
）
午
後
３
時
　
分
～

３０

１
月
の
相
談

１
月
の
相
談
室室

◆
医
院
・
住
宅
新
（
改
）
築

　
１
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

１２

　
担
当
＝
竹
内
建
築
士

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
１
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～

２０

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
法
　
律

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
月
　
日
の
政
府
税
制
調
査

１１

３０

会
に
お
い
て
、
社
会
保
険
診
療

報
酬
へ
の
事
業
税
非
課
税
措
置

の
取
扱
い
が
、「
２
０
１
２
年

度
以
降
の
検
討
課
題
と
す
る
」

と
し
て
、　
年
度
も
存
続
す
る

１１

こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　
事
業
税
非
課
税
措
置
が
撤
廃

さ
れ
ば
、
医
療
機
関
へ
の
影
響

は
９
６
０
億
円
程
度
に
な
る
と

み
ら
れ
、
経
営
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　
ま
た
、
医
療
に
事
業
税
を
課

す
と
い
う
こ
と
は
、
医
療
の
非

営
利
性
を
否
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
保
団
連
・
協
会
の
経
営
税

務
部
は
、
何
が
何
で
も
事
業
税

非
課
税
措
置
は
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
点
課
題
と
し
て
運

動
を
す
す
め
て
き
た
。

　
京
都
協
会
も
、
厚
労
省
に
税

制
改
正
要
望
を
送
り
、
会
員
署

名
を
提
起
し
た
。
会
員
署
名

は
、
保
団
連
全
体
で
「
医
業
税

制
に
係
わ
る
重
点
要
望
」
に
つ

い
て
は
　
協
会
で
８
３
２
３

２４

筆
、「
診
療
報
酬
・
税
制
改
正
」

会
員
署
名
は
　
協
会
で
６
２
９

１５

１
筆
を
集
め
て
い
る
。
京
都
協

会
か
ら
も
３
２
２
筆
の
会
員
署

名
を
集
め
、
税
調
委
員
や
関
係

大
臣
に
送
付
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
運
動
が
実
り
、
今

年
に
引
き
続
き
、
来
年
度
も
事

業
税
非
課
税
措
置
は
存
続
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。　
年
度
以
降

１２

の
検
討
課
題
と
し
て
議
論
は
持

ち
越
さ
れ
た
が
、
保
団
連
・
協

会
の
運
動
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
結

果
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
事
業
税
に
関
し
て
は
、
一
定

の
決
着
を
見
た
が
、
消
費
税
の

損
税
解
消
に
関
し
て
、
現
在
も

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
窓
口
署

名
を
各
医
療
機
関
に
お
送
り
し

て
い
る
の
で
、
会
員
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

幻
弦

験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験
験

事
業
税
の
非
課
税
措
置
は
　
年
度
も
存
続

１１

保
団
連
・
協
会
の
運
動
が
奏
効

　
現
在
「
み
や
こ
め
っ
せ
」
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
人
体
の
不

思
議
展
」
に
つ
い
て
、
死
体
解

剖
保
存
法
第
　
条
に
定
め
ら
れ

１９

た
「
死
体
を
保
存
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
遺
族
の
承
諾
を
得
、

か
つ
、
保
存
し
よ
う
と
す
る
地

の
都
道
府
県
知
事
（
政
令
で
定

め
る
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て

は
、
市
長
又
は
区
長
）
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

旨
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
　１２

月
９
日
、
関
理
事
長
を
は
じ
め

と
す
る
　
人
が
、
主
催
す
る
同

１２

展
実
行
委
員
会
を
京
都
府
警
に

告
発
し
た
。
同
展
に
対
す
る
告

発
は
、
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た

同
展
（
　
年
８
月
　
日
～
９
月

１０

１３

　
日
）
の
実
行
委
員
会
を
、
福

１２島
県
立
医
科
大
の
末
永
恵
子
講

師
ら
が
　
月
３
日
に
石
川
県
警

１２

に
対
し
て
告
発
し
た
の
に
続
い

て
２
例
目
。
府
警
は
、
同
法
を

所
管
す
る
厚
労
省
の
見
解
が
ま

だ
明
ら
か
で
は
な
い
と
し
て
、

石
川
県
警
と
同
様
に
告
発
状
は

受
理
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
石

川
県
警
や
警
察
庁
と
も
連
携
を

取
っ
て
対
応
を
進
め
る
と
回

答
。
告
発
人
側
は
、
実
質
的
に

は
告
発
状
を
受
理
し
た
の
と
取

り
扱
い
に
変
わ
り
は
な
い
と
理

解
し
、
告
発
状
の
コ
ピ
ー
を
渡

し
て
、
違
法
性
を
認
識
し
て
早

急
に
捜
査
を
進
め
て
ほ
し
い
旨

を
伝
え
た
。

　
協
会
は
、
厚
生
労
働
省
に
対

し
て
同
展
が
　
条
違
反
で
あ
る

１９

こ
と
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
違

法
性
に
加
え
て
、
遺
体
の
尊
厳

が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
人

権
上
の
問
題
や
、
遺
体
を
商
業

展
示
に
利
用
す
る
と
い
う
倫
理

上
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
府
民

に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
告
発
人
を
中
心
に
、「『
人

体
の
不
思
議
展
』
を
考
え
る
京

都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
設
立
を

準
備
し
て
い
る
。

人体の不思議展

府警に告発状

　
１
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

２０

　
担
当
＝
松
尾
弁
護
士

◆
雇
用
管
理

　
１
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

２０

　
担
当
＝
河
原
社
労
士

◆
経
　
営

　
１
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

２６

　
担
当
＝
鴨
井
税
理
士

 訃
　
報
  

　
岡
本
知
蔵
氏
（
享
年
　
、
山

９３

科
）　
月
　
日
ご
逝
去
。
謹
ん

１１

２９

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
場
　
所
　
ホ
テ
ル
日
航
プ
リ

ン
セ
ス
京
都
　
３
Ｆ
「
ヴ
ィ
オ

ラ
」（
烏
丸
高
辻
東
入
ル
）

　
講
演
Ⅰ
「
地
域
医
療
に
お
け

る
総
合
内
科
の
実
態
～
実
地
医

家
が
知
り
た
い
情
報
を
数
字
で

示
す
」
川
島
篤
志
氏
（
市
立
福

知
山
市
民
病
院
　
総
合
内
科
 

内
科
医
長
）、
座
長
：
鈴
木
幸

園
氏
（
鈴
木
医
院
院
長
）

　
講
演
Ⅱ
「
２
型
糖
尿
病
の
治

療
：
病
態
治
療
と
初
期
治
療
の

重
要
性
―
Ｄ
Ｐ
Ｐ
倆
Ⅳ
阻
害
薬

は
ど
う
使
う
べ
き
か
―
」
中
埜

幸
治
氏
（
公
立
山
城
病
院
院

長
）、
座
長
：
梶
山
静
夫
氏
（
梶

山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

　
共
　
催
　
京
都
実
地
医
家
の

会
（
連
絡
先
：
緯
０
７
５
・
５

８
１
・
０
０
２
４
片
岡
医
院
）、

武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社

　
※
会
員
以
外
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当
日
会
費
１
０
０
０
円
、
情
報

交
換
会
費
２
０
０
０
円
（
入
会

金
１
０
０
０
円
、年
会
費
不
要
）。

茄
荷

禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾
禾

　
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
を
描
い
た
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
で
、「
死
の
確
実
な
る

お
と
ず
れ
と
、
そ
の
期
日
の
不

確
定
な
る
に
よ
り
…
」
と
書
式

に
従
っ
て
遺
言
を
し
た
た
め
て

い
る
場
面
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、「
つ
ひ
に
ゆ
く
道
と
は
か

ね
て
き
き
し
か
ど
き
の
う
今
日

と
は
思
は
ざ
り
し
を
」（
伊
勢

物
語
１
２
５
段
）
と
も
あ
り
、

そ
の
日
が
近
づ
く
と
本
人
に
は

そ
れ
と
分
か
る
も
の
の
よ
う
で

あ
る
。
関
連
す
る
話
題
の
講
演

や
学
生
講
義
で
は
、
休
憩
・
気

分
転
換
時
に
、「
き
の
う
や
今

日
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
意
味

な
の
か
、「
き
の
う
ま
で
今
日

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」な
の
か
、

ど
う
思
う
か
と
尋
ね
る
こ
と
が

あ
る
。
文
法
的
に
は
根
拠
付
け

の
接
続
詞
も
な
く
、
ま
し
て
経

験
も
な
い
の
で
「
ど
ち
ら
か
な

あ
？
」
と
悩
み
な
が
ら
も
、
文

理
的
に
は
後
者
に
挙
手
す
る
人

が
多
い
。
終
末
期
の
施
設
で
は

「
今
日
、
は
か
な
く
な
る
」
と
さ

め
ざ
め
泣
い
て
い
る
人
が
あ
っ

た
な
ど
、
後
者
を
支
持
す
る
報

寿
を
維
持
し
続
け
る
の
が
困
難

に
な
っ
て
き
た
り
、
腹
水
を
貯

留
し
な
が
ら
も
肝
庇
護
剤
を
静

注
し
て
活
力
の
維
持
に
と
通
院

し
て
く
る
人
も
あ
り
、
明
日
は

我
が
身
か
と
し
み
じ
み
と
し
た

思
い
に
な
る
。

　
遺
族
と
な
る
患
者
の
家
族
に

る
。「
遠
く
の
親
戚
大
い
に
怒

る
」（
本
紙
号
外『
事
例
で
見
る

医
療
安
全
対
策
の
心
得
』
医
療

安
全
い
ろ
は
歌
「
と
」）
で
、
安

ら
か
な
ら
ざ
る
経
過
や
最
期
で

は
、
特
に
医
療
処
置
に
よ
り
悪

化
し
た
り
苦
痛
が
増
し
た
場
合

は
、
遺
族
と
な
る
者
に
生
前
か

告
も
あ
る
。

　
還
暦
を
過
ご
し
て
か
ら
は
、

期
日
は
不
明
な
ま
ま
だ
が
「
自

分
も
そ
の
内
だ
な
あ
」
と
、　５０

歳
代
に
は
な
か
っ
た
意
識
の
芽

生
え
に
気
付
く
。
本
院
受
診
者

の
中
に
も
、
消
化
器
癌
や
ら
脳

血
管
病
変
が
発
見
さ
れ
健
康
長

は
、
長
く
で
き
る
だ
け
の
こ
と

を
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
希
望

も
あ
れ
ば
、
無
駄
な
引
き
伸
ば

し
に
な
る
よ
り
早
く
片
が
着
い

て
ほ
し
い
と
の
希
望
も
あ
り
、

医
事
紛
争
を
含
め
そ
の
後
の
結

果
と
も
関
連
し
て
、
困
難
で
は

あ
る
が
見
極
め
が
重
要
で
あ

ら
い
わ
ゆ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

マ
イ
ン
ド
を
意
識
し
た
対
応
が

必
要
と
な
る
。
矛
盾
し
た
思
い

も
あ
り
、
口
頭
で
は
何
と
で
も

主
張
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

が
モ
ン
ス
タ
ー
化
す
る
こ
と
に

も
な
る
。
喪
失
感
の
緩
和
に

は
、
数
日
間
は
病
室
に
留
ま
っ

て
も
ら
い
介
護
や
見
守
り
の
実

践
に
参
加
し
て
も
ら
う
の
が
効

果
的
で
、
便
宜
を
図
る
必
要
も

あ
ろ
う
。

　
整
形
外
科
診
療
で
の
医
事
紛

争
の
統
計
調
査
を
し
て
み
る

と
、
死
亡
事
例
は
対
診
を
含
め

他
科
診
療
科
目
の
症
状
を
併
発

し
た
重
症
例
な
ど
で
多
く
、
訴

訟
に
な
っ
た
事
例
で
は
更
に
、

賠
償
用
の
保
険
金
額
も
大
き

く
、
要
注
意
で
あ
る
。

 
（
宇
治
久
世
・
宇
田
 憲
司
）

き
の
う
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し
を
！

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

【
１
面
解
説
記
事
　
注
】

　
注
１
　
た
だ
し
、
最
終
案
に
は

次
の
よ
う
な
表
記
も
あ
る
。「
地

域
の
実
情
に
応
じ
、
自
主
的
な
判

断
に
よ
っ
て
地
方
自
治
法
に
基
づ

く
広
域
連
合
を
活
用
す
る
こ
と
や

市
町
村
の
事
務
の
一
部
を
都
道
府

県
が
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
」

　
注
２
　
た
だ
し
、
最
終
案
に
付

さ
れ
た
「
基
本
資
料
」
に
は
次
の

よ
う
な
表
記
も
あ
る
。「
仮
に
、

市
町
村
に
お
い
て
、
都
道
府
県
が

定
め
た
標
準
（
基
準
）
保
険
料
率

よ
り
低
い
保
険
料
率
を
決
定
す
る

場
合
、
標
準
（
基
準
）
保
険
料
率

を
適
用
す
れ
ば
徴
収
で
き
た
額
と

の
差
額
は
、
市
町
村
が
一
般
会
計

か
ら
補
填
す
る
仕
組
み
と
す
る
こ

と
が
必
要
」。
こ
れ
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
で
は「
広
域
連
合
」

が
保
険
料
を
賦
課
す
る
の
に
対

し
、
新
制
度
で
は
あ
く
ま
で
市
町

村
が
保
険
者
で
あ
る
た
め
、
保
険

料
賦
課
は
市
町
村
が
条
例
に
基
づ

き
行
う
こ
と
と
な
る
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
注
３
　
国
民
健
康
保
険
等
広
域

化
支
援
方
針
は
　
年
５
月
に
国
会

１０

成
立
し
た
「
医
療
保
険
制
度
の
安

定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
保
法

等
改
正
法
案
」に
基
づ
く
計
画
で
、

都
道
府
県
が
策
定
し
、
圏
内
市
町

村
の
国
保
広
域
化
を
目
指
す
。　１１

月
１
日
現
在
、
全
国
　
都
道
府
県

３９

が
策
定
を
予
定
。
京
都
府
も
年
内

に
計
画
を
正
式
に
取
り
ま
と
め
る

模
様
。

　
注
４
　『
高
齢
者
医
療
と
介
護

の
将
来
像
を
提
言
す
る
』（
京
都

府
保
険
医
協
会
）
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